
畑
氏
の
騒
が
う
ご
く
と
い
う
ζ

と
か
ら
題
を
と
っ
て
、
男
友

の
姿
態
に
つ
い
て
、
直
接
K
は
触
れ
て
い
な
い
a
し
か
し
、
'
漢
の
班
捷
好
が
、

失
っ
て
「
怨
詩
」
を
作
り
、
秋
の
間
一
腕
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
た
出
分
を
悲
し
ん

で
以
来
、
間
一
溺
の
怨
み
と
い
え
ば
、
そ
の
ま
ま
、
捨
て
ら
れ
た
女
の
怨
み
を
意
味
す
る
様
に

な
っ
、
た
む

ζ

む
詩
わ
場
九
そ
れ
と
全
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
勺
」
拝
外
に
逮
畑
山

、
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
、
楽
曲
に
託
し
て
の
美
女
む
状
の
よ
う
、
な
も
の
が

あ
円
J
J
F
~

広
市
内
泣
い
な
い
か

H

ζ

の
よ
う
な
瓦
言
沼
勾
の
縫
い
氏
一
諮
問
叫
の
歌
ば
か
/
り
が
集
め
ら
札
て

h
d
v

り
、
山
的
文
併
は
ニ
十
…
請
を
載
せ
て
い
る

f

最
後
に
そ
の
第
一
誌
を
あ
げ
よ
う

G

ノ
突
、
閣
議
太
子
能
文

王

弼

伝

註

の

平子

i

i講
周

易

疏

論

家

義

記

を

資

料

と

辞

繋

つ
い
て
、
態
態
明
段
、
そ
の
釈
文
叙
録
に
、

施
氏
畑
沢
民
之
易
亡
、
孟
京
費
之
易
三
人
無
一
何
者
。
唯
鄭
康
成
、
主
純
綿
所
注

・・
6
a
-
-
-
-
a

、・・・・・・・・・・・・
3

・・・・・

部
官
陀
為
役
所
意
。
今
以
一
七
為
主
。
其
繋
辞
巴
下
王
不
誌
。
相
一
本
以
韓
康
的
詑

仰げ易問持閣内一

下
一
院
は
、

徒
翌
日
民
放
悲
ノ
祭
重
い
え
試
た

み
ゑ
!
よ
イ
三
回

H
H
J
n
Z
A
}↑

k
j
J
d
l
f
f
T
-
z
u
r
w
n
H
J

経
緯
非
潟
水
那
得
度
都
知

独
・
り
寒
い
夜
の
間
一
男
K
い
一
る
女
が
、
男
の
愛
を
求
め
て
、
う
す
ぎ
ぬ
の
と
、
は
り
は
海
水
で
は

な
い
、
渡
っ
て
ζ

‘
な
け
れ
ば
、
と
ち
ら
が
ど
ん
な
女
で
あ
る
か
わ
か
る
は
ず
が
な
い
と
の
ベ

る
詩
で
あ
る
と
と
の
体
の
詩
は
、
例
を
求
め
れ
ば
、
わ
が
国
の
古
く
は
遊
女
に
お
け
る
之
7

機
」
の
よ
う
で
も
あ
号
、
近
く
は
市
井
の
「
都
々
逸
」
に
も
通
う
、
俗
語
の
額
と
す
る
ζ

、と

が
で
き
よ
う
企
五
台
新
詠
の
一
詩
六
高
六
十
二
演
中
、
巻
十
の
五
一
一
一
一
間
関
勾
詩
は
百
五
十
五
常

Y

、
す
べ
て
い
わ
ば
琉
行
歌
的
な
穫
さ
で
、
気
軽
に
…
諒
い
引
出
さ
れ
た
、
多
少
額
続
的
・
官
能
的
を

一
一
詩
見
を
持
つ
小
詩
の
体
と
す
る
ζ

と
が
で
き
る

Q

そ
れ
だ
け
に
、
軽
擁
・
経
艇
と
さ
れ
‘
な
が

ら
も
、
一
種
モ
ダ
ン
な
感
じ
で
迎
え
ら
れ
、
斉
擦
の
時
代
ち
人
っ
て
大
流
行
を
来
し
た
の
で

、

み

つ

、

た

ろ

う

。

¥

(

東

京

一

応

絞

符

絞

掛

世

論

〕

否

つ

い

て

に

( 11 ) 

し

足業

す一向

原

男

と
、
註
す
る
。
悶
来
相
承
し
て
、
「
王
弼
易
註
に
、
繋
辞
・
説
卦
・
序
卦
・

な
し
」
と
、
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
鰭
志
「
周
易
十
巻
」
に
、

貌
尚
智
一
回
郎
十
十
一
弼
佐
、
六
十
四
卦
六
巻
。
韓
康
的
日
夜
繋
辞
以
下
一
一
一
巻
。
吏
路
又
撰
易
略
例
一

と
、
間
一
一
騎
五
氏
、
「
又
七
巻
、
五
弼
住
。
又
十
巻
、
主
縮
・
韓
疑
的
詑
よ
及
び
、

不
一
弼
'
韓
康
的
出
十
巻
J

と
、
著
録
す
る
が
如
き
で
あ
る
?
又
、

•••••• 

鍾
会
開
十
本
之
流
告
。
又
日
記
主
弼
易
一
…
繋
、
学

敏
口
不
務
、



と
、
一
世
m
い
、
「
願
注
王
郎
周
回
訪
二
紫
。
」
門
円
以
一
〕
と
、
あ
る
も
の
を
、
湯
用

形
段
は
、
「
此
当
一
系
諮
其
統
詑
王
惑
也
。
」
と
、
解
釈
す
る
が
如
き
も
亦
然
、
り
で
あ
る
え
さ
一
〕

鍛
る
に
、
現
存
の
斡
康
的
問
誌
繁
辞
以
下
三
巻
を
検
す
る
に
、
「
王
脇
田
」
の
誌
が
凶
条
存

し
、
在
の
如
く
で
あ
る

0

1

主
務
問
、
誕
悔
夜
之
時
、
其
介
不
可
慢
也
。
(
繋
一
昨
上
コ
殺
傷
一
昔
之
時
、
存
子
介
」

註
)

Z

王
粥
白
、
出
天
地
之
数
、
一
間
頼
者
ナ
九
十
也
。
其
府
間
十
有
九
、
則
投
〈
一
一
小
山
川
也
c

不

用
部
用
以
之
題
、
非
数
荷
数
以
之
成
。
斯
向
山
知
之
大
海
也
c

四
十
布
九
、
数
之
極
也
。
此
ハ

元
不
可
以
光
明
、
必
由
於
有
。
故
常
於
有
物
之
…
地
、
市
必
明
其
一
郎
由
之
宗
也
。
(
繋
計

上
三
人
街
之
数
五
十
、
.
共
用
問
十
有
九
」
註
〉

ー
問
一
実
相
推
、
況
八
卦
相
滋
、
或
否
或
一
訴

2

繋
辞
意
市
断
九
五
(
吉
凶
、
況
之
六
交
動
以
適
時

・

・

・

@

@

@

者一一也
c

立
卦
之
義
、
別
見
於
象
象
、
適
時
之
功
、
別
存
之
交
辞
。
王
氏
之
例
一
許
央
c
(
紫

辞
下
「
側
柔
招
待
¥
変
在
共
中
央
。
繋
辞
市
ム
叩
之
、
動
在
共
中
央
。
」
註
)

ヰ
山
王
弼
去
、
履
卦
際
交
、
山
首
以
不
処
其
位
為
古
也
c

(

雑
卦
「
履
不
処
也
」
註
)

今
、
比
ら
限
条
の
出
所
を
調
査
す
る
に
、
ー
は
、
周
易
路
例
「
明
卦
適
変
通
交
」
章
の

••••••••••• 

故
当
共
列
貴
賎
之
時
、
其
位
不
可
犯
也
c

活
其
妥
協
苔
之
時
、
共
介
不
可
侵
也
c

観
交
思

変
、
変
斯
氏
、
突
。

を
引
用
し
た
、
も
の
で
あ
り
、
3
は

夫
象
者
何
也
c

統
論
一
卦
JL体
、
明
其
所
由
之
主
者
也

0

・
・
・
故
観
象
以
侃
州
、
義
一
可
児

長
。
(
均
易
略
例
・
問
r或
)

夫
象
者
出
窓
者
也
。
一
一
出
口
者
間
象
者
也
。
尽
意
実
務
象
、
尽
象
莫
若
一
一
一
一
問
。
一
一
一
一
回
生
於
象
。
故
可

尋
繁
一
回
以
綴
象
G

象
生
於
窓
c
故
一
月
日
明
象
以
制
限
窓
c
意
以
象
尺
¥
象
以
平
一
一
問
者
。
••• 

，
h

家
以
求

共
意
、
義
斯
見
失
c

(

周
易
Mm
例
・
明
象
)

夫
手
〈
者
伺
也
。
雷
同
乎
変
者
也
。
変
者
何
也
。
情
偽
之
所
為
也
。

-
-
m疋
故
卦
以
存
時
、
交

以
示
変
。
(
周
回
知
略
例
・
明

O
通
変
)

本
〈
松
町
者
時
也
、
交
者
適
時
之
変
者
也
。
(
周
府
知
略
例
例
・
明
卦
通
変
通
交
)

の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
王
氏
之
例
詳
央
'
一
と
、
一
言
う
の
で
あ

る£

4
は

一
一
一
一
一
一
腹
。
雑
卦
目
、
履
不
処
也
。
又
泊
、
感
者
礼
也
c

謙
以
制
札
、
陽
処
陰
位
、
謙
也
。
故

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

此
一
卦
、
山
市
以
陽
処
陰
為
美
也
。
(
局
日
制
略
例
・
卦
陥
)

と
、
一
一
一
一
日
う
も
の
と
同
意
で
あ
る
。
而
し
て
3
の
「
演
天
地
之
数
一
五
一
五
」
の
二
v
〈
の
み
は
、
現

存
の
王
粥
の
上
下
経
註
六
巻
・
周
易
路
例
一
巻
に
、
そ
の
訴
を
検
出
す
る
ζ

と
が
で
き
な

い
。
然
ら
、
は
、
韓
康
的
は
此
の
一
文
を
、
何
処
よ
り
得
来
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

孔
穎
建
は
、
そ
の
周
易
正
義
r
h

於
て
、
コ
泌
天
地
之
数
一
五
一
ご
と
、
一
一
二
日
う
一
文
の
出
所

を
、
左
の
如
く
説
明
す
る
。

.

.

 ，

@

@

@

@

@

・

・

a

w

e

@

正
義
田
、
王
粥
一
五
、
演
天
地
之
数
、
所
頼
者
五
十
者
、
韓
氏
親
受
業
於
王
弼
、
示
王
一
郎
之

• 
旨
。
故
引
王
粥
云
、
以
一
社
成
茶
器
一
。

と
、
論
じ
て
、
斡
康
伯
自
ら
聞
く
一
仰
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
然
る
に
、
王
弼
と

韓
康
伯
と
は
、
そ
の
生
存
年
代
を
異
に
す
名
の
で
、
孔
穎
迭
の
説
は
、
終
日
初
に
首
肯
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
c

宗
一
一
一
一
〕
一
方
、
説
志
銭
会
伝
~
討
を
見
る
に
、

J1ζ

二
-
F
A
o

可
部
弘
主
一
広
1
1
、
ち
主
ヨ
ヅ
、

1
1
2
j
I、

J

吃
り
に
ヲ
ミ
o
J
i
-
-
E

出
4

寸
車
両

f
-
/
!
?
J
i
-
-
h
1
u
i
i
b
r
出
紛
れ
ハ
-
A
/
F

守
一
一
治
安
百
一
ノ
ノ
Ji手
話
各
ゴ
ノ

意
、
白
書
以
戯
之
。

と
、
一
一
一
口
う
。
郎
、
予
、
「
壬
弼
の
易
註
に
は
、
大
約
の
義
を
論
じ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
大
約

の
義
を
、
布
一
徹
が
難
じ
、
王
弼
は
そ
の
非
難
に
答
え
た
。
」
と
、
一
一
一
一
口
う
の
で
ゐ
る
。
勿
論
、
壬

弼
の
上
下
経
一
託
六
恭
了
周
易
略
例
一
巻
に
は
、
そ
の
「
大
前
之
義
」
に
相
当
す
る
誌
は
な

い
。
又
、
一

t

白
羽
一
託
に
お
け
る
大
前
の
義
」
と
一
一
一
一
口
う
限
'
り
、
繋
辞
上
伝
の
「
大
桁
掌
」
に
関
す

る
註
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
果
し
て
然
り
と
、
す
れ
ば
、
何
郊
の
王
弼
伝
の
記
述
に
誤

が
た
い
限
り
、
壬
弼
易
註
に
は
、
紫
辞
伝
一
託
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
'
な
け
れ
ば
な
ら

在
、
い
。
萄
融
が
難
じ
た
と
一
一
一
一
向
う
「
大
桁
之
蓑
」
と
は
、
日
韓
康
侶
に
引
用
ナ
る
訴
の
「
演
天
地

之
数
一
五
一
五
」
と
一
一
一
一
口
う
一
節
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。

周
易
正
義
序
に
一
的
弱
「
江
南
義
疏
十
有
余
家
'
一
〔
設
以
〕
の
一
派
た
る
「
論
家
」
の
諮
問
で
あ

る
所
の
「
諮
周
易
疏
論
家
義
一
記
'
一
(
以
後
略
称
し
て
「
義
一
記
」
と
呼
ぶ
。
)
〔
滋
互
に
は
、
次

の
如
き
一
文
が
存
ナ
る
。
即
ち
ぺ

@

@

@

@

@

@

@

e

・

@

@

@

@

e

e

象
目
。
、
繁
辞
目
、
象
者
4

一
一
口
乎
象
者
也
。
王
注
去
、
家
一
一
一
一
山
二
象
之
材
、
市
論
四
徳
之
意
。
韓

日
、
象
惣
一
卦
之
徳
。
然
知
象
別
卦
象
之
意
、
関
釈
象
中
之
盟
者
也
。
(
誌
記
・
乾
卦
第

一
一
一
釈
象
辞
節
一
釈
名
)

( 12 ) 



と
お
一
?
っ
コ
此
の
最
初
に
「
象
日
」
と
あ
る
も
の
は
、
乾
卦
象
伝
四
面
一
政
の
二
字
で
あ
る
つ
誌
記

は
「
釈
名
」
の
演
を
設
け
て
、
此
の
「
象
・
日
」
ニ
宇
の
意
味
を
論
ず
る
に
、
紫
詐
・
一
土
託

砂
牒
註
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
「
紫
辞
回
一
可
公
」
は
、
紫
辞
上
伝
第
一
一
一
本
の
問
問
頭
の

一
匂
で
あ
り
、
「
斡
日
一
五
一
広
」
は
、
同
一
所
K
、

象
抱
一
一
卦
之
義
者

と
、
一
一
一
一
口
う
訴
の
斡
践
的
註
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
こ
こ
に
「
一
土
佐
去
、
一
以
一
戸
一
と
ι
一
一
口
う
も
の
は
、

誰
を
さ
す
'
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

議
記
一
撃
に
、
「
王
注
云
」
と
し
て
引
用
ト
了
る
も
の
が
、
他
に
六
条
あ
り
、
左
の
如
く
で

ふのマ
Q

。
&
壬
注
去
、
第
一
令
以
天
気
明
之
。
(
義
記
・
乾
卦
第
五
釈
文
一
一
一
一
口
第
二
釈
体
)

o
o
c
 

h

王
注
亦
一
五
、
故
利
点
者
、
止
悦
元
為
、
故
能
利
点
也
。
(
義
記
・
威
卦
釈
詞
第
二
釈

象
詞
第
二
釈
利
点
〈
)

じ
ま
注
去
、
未
豆
傷
静
也
。
(
義
記
・
成
卦
釈
詞
第
四
釈
交
一
部
九
四
所
引
初
六
)

ι
王
諒
一
去
、
恒
而
卒
、
能
済
三
事
由
。
(
義
一
記
・
恒
卦
釈
詞
第
一
釈
卦
詞
第
二
釈
諮
)

ρ

ぃ
王
注
去
、
見
鬼
及
率
、
可
哉
可
ほ
也
。
(
義
記
・
校
卦
釈
詞
第
四
釈
交
認
上
九
)

主
主
注
去
、
往
刑
制
済
也
。
(
義
一
記
・
窓
卦
釈
一
刻
第
一
一
釈
卦
辞
第
山
釈
利
克
大
人
義
)

今
、
此
等
六
条
の
出
典
を
故
、
ず
る
に
、
ナ
ベ
て
ま
弼
易
一
昨
一
六
巻
中
に
存
す
る
。
即
ち
、

ー

ι

此
一
輩
、
全
説
天
気
、
以
明
之
也
。
(
乾
卦
文
言
伝
「
乾
元
用
九
乃
見
天
別
」
註
)

v
y

故
利
貞
也
。
(
成
卦
象
伝
「
止
市
説
一
註
)

o
o
o
o
 

-
-
如
其
本
笑
、
未
一
主
街
静
。
(
成
卦
初
六
「
威
其
O
'一
註
)

t
恒
一
印
卒
、
以
済
三
事
也
。
(
恒
卦
卦
辞
「
恒
一
芸
完
結
利
点
」
註
)

-
-
-
-
e
・

@

@

l
i

故
見
家
負
塗
、
甚
可
様
也
。
見
鬼
盈
卒
、
可
可
佳
也
。
(
際
卦
上
九

O
辞
註
)

丘
往
別
演
也
。
(
窪
卦
卦
辞
「
利
見
大
人
」
註
)

等
を
、
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
つ
此
等
を
見
る
に
、

a
以
外
は
、
全
く
王
弼
註
の
形
の
ま
ま

で
引
用
し
て
い
る
と
と
は
、
注
目
す
べ
き
端
で
あ
る
。
之
を
安
ナ
る
に
、
義
一
記
に
、
「
王
法

一辺
μ

と
し
て
引
用
す
る
も
の
ナ
ベ
て
七
条
、
中
六
条
は
弼
註
で
あ
り
、
王
弼
上
下
経
註
を
引

用
す
る
ム
ハ
条
は
、
す
べ
て
コ
土
注
一
五
」
で
始
ま
る
。

議
記
に
、
帰
易
略
例
を
引
用
す
る
も
の
が
二
条
存
し
、
在
の
如
く
で
、
あ
る

0

.a-

復
案
例
路
公
、
夫
象
者
向
也
。
統
論
一
割
之
体
、
明
共
一
創
出
之
主
者
也
。
夫
衆
不
能
治
紫
、

治
家
者
否
認
者
也
ョ
故
天
地
不
能
制
動
、
制
天
地
之
動
者
、
点
夫
一
者
也
。

六
十
八
字
。
世
紘
一
記
・
乾
卦
第
二
四
釈
象
辞
第
一
一
駅
名

)
2
5

@

-
例
川
町
式
、
象
者
亦
出
窓
者
也
。
氏
、
ん
必
忠
実
表
象
、
氏
、
象
英
若
一
一
一
一
向
。
一
一
一
一
間
生
於
象
。
故
可
号
一
一
一
一
ω
以

線
。
象
生
於
意
。
故
可
象
以
見
也
。
(
義
記
・
乾
卦
第
川
出
釈
象
第
一
釈
境
)

如
、
予
、
同
じ
く
玉
川
仰
の
官
官
と
雌
も
、
用
品
略
例
を
引
用
ナ
る
場
合
は
バ
ペ
例
略
ぶ
」
と
し
て

始
め
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
王
間
以
外
の
註
釈
書
を
引
用
す
る
場
合
は
、
左
の
加
ノ
¥
で
ち
る
。
郎
、
ち

ー
出
説
劉
先
生
等
一
五
、

HMmmgm
型
徳
之
入
、
市
成
冗
屯
ι
ノ
ヨ
ザ
(
誌
刊
一
・
乾
卦
釈
一
刊
第
二

釈
交
辞
第
六
釈
上
九

)
2
2

Z

馬
季
長
一
五
、
用
九
用
純
九
之
道
也
。
(
誌
記
・
乾
卦
釈
詞
第
三
釈

A
九
義
)

q

ふ
川
憾
夜
約
一
一
ム
、
積
空
成
色
身
。
(
義
一
記
・
乾
卦
釈
制
局
一
一
釈
象
第
四
相
即
義
)
去
、
0

4

第
一
楼
則
等
疏
家
義
一
去
、
首
出
庶
物
者
、
境
也
。
(
義
記
・
乾
卦
釈
一
刻
第
一
一
一
釈
象
辞

六
ア
一
¥
ね
ハ
約
五
¥
し
ふ

euzζ
白
山
4

〕
〔
註
九
〕

山
円
-
中

4
3
h
Iノ
5
1
8
1ト
、
rト・

4
S・」

ー
京
一
局
一
五
、
第
一
説
徳
、
第
二
説
位
、
涜
一
二
耕
一
河
、
沼
山
川
川
、
徳
。
如
法
山
時
山
川
一
。
(
義

一
記
・
乾
卦
引
詞
第
五
釈
文
一
一
一
一
口
第
一
一
釈
体
)

札
制
剣
先
生
一
五
、
乾
文
一
一
一
一
日
、
九
有
印
番
。
民
二
止
解
一
一
一
口
下
之
旨
。
第
二
口
ハ
別
人
事
之
状
ョ

第
一
正
解
一
一
一
一
口
下
之
旨
。
第
二
日
ハ
別
人
忠
之
状
っ
第
一
一
一
口
ハ
別
天
別
時
J

ノ
」
行
。
お
凶
此
旨
妙

際
、
復
有
一
円
型
社
、
復
為
一
章
、
校
一
叙
サ
一
〈
致
。
(
同
右
)

円
九
平
一
誠
一
五
、
治
木
没
足
、
足
浩
絞
也
。
(
誌
記
・
蹴
恰
卦
釈
詞
活
問
釈
一
民
認
初
九
)

O

ふ
沈
居
土
「
五
、
足
一
昨
以
滞
属
、
市
今
公
一
間
減
。
足
以
校
為
一
躍
。
川
崎
日
一
躍
佼
也
。

門戸ゴト〕

(
以
下
s

路
J

( 13 ) 

(
同
右
)

等
々
が
存
す
る
。
此
等
の
諸
家
〔
九
日
切
註
を
引
用
す
る
に
、

用
、
了
る
も
の
が
な
い
。

義
一
記
の
記
述
の
体
裁
は
右
の
如
ぐ
で
あ
っ
て
、
此
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
乾
卦
第
一
一
一
釈
象

第
一
釈
名
の
一
頃
K
引
用
す
る
一
市
川
の
「
主
注
一
ペ
三
一
ど
は
、
主
協
の
一
話
(
而
も
用
品
略
例
で

は
な
い
)
で
あ
ろ
う
、
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ぼ
、
此
の
「
象
一
一
一
一
口
二
象
之
材
、
市
論
凶
徳
之
意
。
」
十
二
字
を
、
王
川
仰
の
一
泊
と
考
え

て
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
王
弼
の
易
説
(
上
下
経
註
六
笠

-m易
略
例
一
巻
)
と
矛
窓
ナ
る

訴
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

一
条
と
し
て
、
「
一
口
ポ
注
一
ぶ
」
の
形
で
引



王
山
聞
の
象
に
対
す
る
説
を
示
す
訪
は
、
左
の
如
く
で
あ
っ
て
、

@

@

a

w

@

@

A

W

@

 

イ
象
全
論
一
卦
之
体
。
故
泊
、
読
一
告
訴
不
雨
。
象
各
言
一
交
之
徳
c

故
田
、

告
。
(
小
畜
卦
象
伝
註
)

ロ
凡
裁
者
、
一
一
一
一
口
乎
一
一
卦
之
所
以
為
主
也
。
(
履
卦
交
伝
註
)

ハ
夫
象
者
向
也
。
統
論
一
卦
之
体
、
明
共
一
朗
自
之
主
者
也
c

(

周
回
訪
略
例
「
明
f

荻
」
)

@

@

@

@

@

@

@

@

 

ニ
故
六
交
相
錯
、
可
挙
一
以
明
也
。
附
柔
相
乗
、
可
立
主
以
定
也
。
是
故
雑
物
撰
徳
、

a

a

@

@

@

@

@

為。

帰
是
与
非
、
則
非
来
中
X
V

〈
、
莫
之
備
突
。
(
間
右
)

@

a

・8

・

ホ
夫
少
者
多
之
前
提
也
。
謀
者
家
之
所
宗
也
。
一
卦
五
脇
市
一
陰
、
則
一
陰
為
之
主

a

u

@

@

@

a

 

失
。
五
陰
市
一
陽
、
則
一
陽
為
之
主
突
。
(
向
布
)

@

@

@

@

@

@

 

へ
或
有
選
支
部
挙
二
体
者
、
卦
体
不
自
交
也
。
繁
一
而
不
奈
乱
、
変
部
不
菱
惑
、
約
以
存

持
、
節
以
済
索
、
其
唯
象
千
。
(
同
右
)

ト

凡

象

者
1

統
論
一
卦
之
体
者
也
。
象
者
、
各
静
一
交
之
義
者
也
。
(
周
易
略
例
「
略

阿
川
下
」
)

チ
凡
象
者
、
通
論
一
卦
之
一
体
者
也
G

一
卦
之
体
、
必
由
一
交
為
主
、
別
指
明
一
交
之

襲
、
以
統
一
卦
之
義
二
一
一
一
一
一
大
石
之
類
臼
克
也
a

卦
体
不
自
乎
一
交
、

m.全
以
二
体
之
義
明

之
二
一
一
一
一
一
豊
卦
之
類
是
也
。
(
同
右
)

と
、
一
一
一
一
問
う
が
如
き
も
の
が
検
出
で
き
る
。
今
、
此
等
を
綜
合
ナ
る
に
、

L

4
獄
は
、
一
一
卦
の
体
を
統
論
し
、
そ
の
主
と
な
る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
イ
・
ロ
・
ハ
・
ト
・
テ
」
此
の
実
例
は
、
「
イ
・
ロ
」
に
あ
げ
た
小
高
・
履
到
の
象
伝

註
で
あ
る

G

2.

一
卦
の
体
の
主
と
な
る
も
の
は
、
五
陽
一
陰
・
五
陰
一
陽
の
卦
に
炉
、
て
は
、
そ
の
一
陰

J

一
陽
の
交
で
あ
る
。
「
ホ
・
チ
」
此
の
実
例
は
、
一
三
一
一
小
高
卦
の
象
伝
「
象
回
、
小
十
台
、

柔
得
位
市
上
下
忠
之
日
小
高
J
K
註
し
て
、

調
六
四
也
。
成
卦
之
義
、
在
此
交
也
。

と
、
一
一
一
一
回
う
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

丘
一
陰
・
一
陽
の
卦
以
外
に
於
て
は
、
中
交
が
卦
の
主
と
な
る
c

「
一
二
此
の
笑
例
は
、

一
一
一
一
一
一
滋
卦
象
伝
「
側
得
位
同
応
、
い
門
寸
時
行
也
。
」
に
註
し
て

抑
制
五
也
。
間
当
校
市
応
、
非
否
冗
也
。
山
地
不
否
冗
、
熊
与
時
行
也
。

と
、
一
宮
う
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
る

G

既
雨
既
処

4-

一
陰
・
一
路
む
交
、
或
い
は
中
交
が
卦
体
の
主
と
な
る
も
の
で
な
い
卦
に
於
て
付
、
上

下
二
体
の
義
を
以
て
主
と
す
る
。
「
へ
・
テ
」
此
の
実
例
什
問
、
一
一
一
一
一
一
間
一
卦
或
伝
に
註
し
て

震
阿
部
比
一
英
也
。
以
附
不
柔
、
動
市
之
説
、
乃
得
隠
也
。

と
、
一
一
一
一
向
う
が
如
き
は
、
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
が
、
王
郎
の
象
の
説
で
あ
る
が
、
一
史
に
此
を
務
卸
す
る
と
、
「
象
は
、
一
卦
の
体
を

統
識
す
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、

L

一
交
を
主
と
す
る
場
合
(
一
陰
一
陽
交
・
中
交
)

O

Z

二
体
の
義
を
以
て
す
る
場
合

E

の
二
つ
が
あ
る
、
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
る
。
此
の
後
背
の
場
合
、
出
ち
一
ヰ
ノ
ー
一
に
あ
げ
た
忠
一
到
に

就
て
考
察
す
る
に
、

一
一
一
一
一
一
騨
仔
法
卒
。
主
仮
之
。
勿
姿
。
宜
日
中
。

「

一

丘

一

@

@

@

象
回
、
京
大
也
。
明
以
動
。
故
望
。
壬
仮
之
、
尚
大
也
ο

勿
語
、
立
日
中
、

L

一
丸
山
…
天
下
也
£

と
、
あ
る
c

即
ち
、
下
体
の
離
、
上
体
の
震
の
、
説
卦
伝
に
説
か
れ
た
。
象
(
離
日
明
、
震

日
動
)
を
以
て
、
卦
辞
を
説
明
し
て
居
る
c

此
に
よ
?
九
ば
、
王
粥
は
、
「
上
下
二
体
の
袋
を

以
て
論
ず
る
」
も
の
を
、
路
例
に
於
て
、
「
以
二
体
之
義
明
之
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
「
二
体
之
義
」
と
は
、
て
上
下
二
体
の
象
」
と
一
一
一
一
口
う
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
然

ら
ば
、
義
一
記
の
乾
卦
第
三
釈
象
辞
に
引
用
せ
ら
れ
た
王
註
の
「
象
一
一
一
一
口
ニ
象
之
材
」
と
一
一
一
一
口
う
一

匂
は
、
王
制
の
と
の
考
へ
方
と
全
く
一
致
す
る
、
と
一
一
一
一
口
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
ら
ば
、

「
二
象
之
材
」
と
は
、
「
上
下
二
体
の
象
」
に
就
て
一
一
一
一
口
う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
周
一
劫
略
例
の
「
略
例

F
章
」
を
見
る
に
、

@

@

@

@

a

v

 

凡
体
呉
山
徳
者
、
別
転
以
勝
者
為
先
。
故
臼
元
享
利
貞
也
。
共
有
先
点
一
雨
後
一
日
了
者
、
玄
J

由

於
点
也
。

と
、
一
一
一
一
川
う
む
〔
註
十
二
郎
ち
、
「
卦
体
は
凶
徳
を
日
パ
え
て
い
る
」
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
統

論
一
卦
之
体
'
一
と
一
一
一
一
口
ひ
、
「
通
論
一
一
卦
之
体
」
と
一
一
一
日
う
も
の
は
、
卦
体
に
就
て
一
一
一
日
う
も
の
で

あ
り
、
義
記
第
三
釈
象
辞
に
引
用
す
る
所
の
壬
註
「
前
山
徳
之
意
'
一
と
は
、
「
体
の
兵
ふ
る

間
信
」
に
就
て
一
一
一
一
口
う
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
王
一
任
は
、
王
弼
の
説
に
一
致
ナ
る
も
の
、
と
ι
一一口

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

之
を
裂
す
/
る
に
、
義
一
記
の
乾
酪
第
一
一
点
机
象
貯
の
壬
注
「
門
家
一
一
一
川
ニ
門
家
之
材
、
}
山
論
凶
徳
之

官
じ
と
品
目
、
〉
も
の
は
、
一
士
一
粥
の
説
に
一
致
、
ず
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
王
誌
は
、
一
バ
十
一
弼
註
」
と

( 14 ) 



考
え
て
、
矛
騒
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
義
記
の
記
述
の
形
式
と
、
内
容
の
一
致
と
か
ら
考
え
て
て
「
王
注
去
、
象
一
一
一
一
間
二
象

之
材
、
市
諮
問
徳
之
意
。
」
と
言
う
一
文
は
、
王
弼
註
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

加
之
、
既
に
指
摘
し
た
如
く
、
「
玉
、
庄
一
石
」
七
伝
の
う
ち
、
上
下
経
註
か
ら
の
引
用
六
条
が
、

殆
ど
王
弼
註
の
形
の
ま
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
残
り
の
一
条
、
則
、

ち
、
「
象
苦
一
回
二
象
之
材
云
云
」
も
、
王
制
の
形
の
ま
ま
の
引
用
で
あ
ろ
う
し
、
確
実
な
資
料

と
ヰ
一
一
同
う
べ
き
で
あ
る
。

-

d

k

右
の
推
論
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
王
注
去
、
象
一
一
一
一
回
二
象
之
材
一
五
々
」
は
、

イ
紫
辞
伝
註
と
し
て
、
続
康
的
註
と
共
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ζ

と。

ロ
五
粥
の
上
下
経
註
六
巻
・
周
易
略
例
一
巻
の
中
に
、

ζ

の
文
を
見
出
、
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
。

ハ
義
記
が
阿
川
易
略
例
を
引
用
ナ
る
場
合
は
、
「
例
略
云
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
周
易
略
例
の
供
文
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
と
。

ニ
義
記
に
は
、
誤
写
と
認
め
ら
れ
る
個
所
が
少
く
な
い
が
、
既
に
論
じ
た
如
く
、
此
の
資

料
は
確
実
な
も
の
で
あ
っ
て
、
義
記
の
作
者
が
、
周
易
略
例
の
勾
を
合
牧
し
て
作
り
あ

げ
、
然
る
後
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
と
と
。

等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
一
土
粥
易
註
に
は
、
緊
辞
伝
註
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
論

す
る
外
な
い
と
、
考
え
る
も
の
で
あ
る
c

一ニ

以
上
、
二
条
の
抗
議
、
郎
ち
、

L

貌
志
鐙
会
伝
註
に
引
用
ナ
空
間
の
何
郊
の
王
弼
伝
に
、
「
弼
注
目
拐
、
初
川
人
初
融
、
難

関
大
約
議
。
」
と
言
う
も
の
は
、
王
弼
の
紫
辞
伝
註
の
存
在
を
一
部
す
も
の
で
あ
る
と
と
。

え
ふ
一
夜
記
乾
卦
第
三
釈
家
辞
に
引
用
す
る
所
の
「
王
注
一
去
、
象
一
一
一
一
間
二
象
之
材
、
市
論
山
徳
之

意
。
」
と
一
言
う
も
の
は
、
王
弼
の
紫
辞
伝
註
か
ら
の
引
用
で
、
ゐ
る
、
と
考
え
る
べ
き
て
と
。

に
よ
っ
て
、
「
王
招
の
紫
辞
伝
註
」
の
存
在
を
推
論
し
、
陸
徳
川
引
の
「
其
繋
辞
己
下
、
王
不

一
任
い
と
、
言
ふ
説
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
斡
康
伯
の
紫
辞
註
に
引
用
ナ
る
一
的

の
、
「
王
弼
問
、
演
天
地
之
数
一
式
ん
こ
と
器
一
口
う
も
の
も
、
「
王
弼
の
繋
辞
伝
註
」
か
ら
の
引
用

で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。

然
ら
ぼ
、
斯
か
る
、
繋
辞
伝
設
の
存
ナ
る
壬
粥
(
誌
は
、
如
何
K
伝
承
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
既
に
論
証
し
た
如
く
、
「
江
南
義
疏
十
有
人
宗
家
J
t

一
に
は
「
疏
一
家
」
と
「
論
家
」
と

の
二
派
が
存
し
た

o
Z士
一
〕
疏
家
と
は
、
周
弘
正

l
強
談

i
陸
徳
明
と
一
一
一
口
う
'
師
務
、
相
承
を

中
心
と
す
る
一
派
で
あ
り
、
論
家
と
は
、
王
制
の
一
日
制
説
を
、
極
め
て
忠
実
に
伝
え
、
そ
れ

に
、
般
若
三
論
に
於
け
る
「
非
有
非
無
の
型
」
を
加
え
て
、
「
話
用
易
疏
論
家
義
一
記
」
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
る
一
派
で
あ
る
。
市
し
て
、
陸
徳
明
は
、
「
北
(
紫
一
昨
己
下
、
‘
壬
不
設
。
」
と
一
一
一
一
口

ぃ
、
義
一
記
は
、
「
王
註
一
五
」
、
と
し
て
王
弼
の
繋
辞
伝
註
を
引
用
、
ア
る
の
で
あ
る
か
・
り
、
論
家

は
、
紫
所
伝
註
の
存
ナ
る
王
弼
日
均
一
日
を
相
伝
し
、
疏
家
は
、
一
ト
作
成
的
一
日
に
よ
っ
て
紫
辞
伝
以

下
の
代
替
さ
れ
た
あ
説
、
則
ろ
、
王
粥
、
純
一
民
的
訟
を
相
伝
し
て
い
た
j
h
の
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
主
闘
は
、
易
刀
流
六
恭
了
間
J
H
劫
略
例
一
巻
・
老
子
註
こ
を
・
老
子
指
略
一
恭
了

論
一
泊
釈
疑
一
一
一
巻
等
(
釈
文
叙
録
所
一
五
)
を
物
し
て
応
り
、
二
十
四
践
を
以
て
早
世
し
て
居

る
。
(
説
志
銀
会
伝
一
証
一
山
引
何
部
所
為
王
郎
伝
、
位
説
新
語
文
学
縞
い
訪
問
引
王
制
別
伝
)
。
然

ら
ば
、
述
作
期
間
の
一
知
い
こ
と
か
ら
抗
ナ
に
、
そ
の
繋
辞
伝
杭
は
、
川
川
口
勃

t
下
経
註
の
如

く
、
完
備
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
完
備
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
椋
康
伯
註
に
よ
っ
て
代
桜
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
綿

康
的
の
繋
辞
以
下
註
は
、
王
制
の
一
所
説
に
法
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
示
し
た
如
く
、

紫
辞
伝
以
下
の
註
に
、
「
王
郎
日
。
一
を
引
】
別
し
て
自
己
の
説
を
託
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

円
ん
ら
札
、
更
に
、
そ
の
「
象
'
一
に
就
て
の
所
説
に
一
層
明
瞭
で
あ
る
c

即
ち
、

L

象
権
一
卦
之
義
者
c

(
紫
辞
上
一
〆
荻
一
一
J
N

乎
象
者
也
ー
一
一
一
日
)

z
r或
一
一
一
ロ
成
卦
之
材
、
以
統
卦
義
也
。
(
繋
辞
下
「
象
者
一
杯
也
」
一
日
)

円
ふ
夫
象
者
、
挙
立
象
之
統
、
弘
州
中
交
J

ノ
一
義
。
(
繋
辞
下
「
知
者
制
批
(
象
一
日
、
則
忠
過
半

ム
矢
」
日
託
)

と
、
一
一
一
一
口
う
も
の
が
、
総
疑
似
の
説
で
あ
る
が
、
此
の
ー
は
、
二
の
「
イ
岳
ハ
。
ト
」
に
法
づ

く
も
の
で
あ
り
、

3
は
、
二
の
「
ロ
・
ハ
・
ニ
」
を
担
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

2

は
、
弦
r
h

論
定
し
た
聞
の
王
弼
緊
砕
い
広
註
か
ら
の
一
山
引
、
「
王
、
可
一
ぶ
、
象
一
一
一
一
日
二
門
家
之
材
、
十

m

論
四
徳
之
意
。
」
と
4
1
m

う
も
の
、
及
び
こ
の
「
イ
」
な
ど
に
依
る
も
の
た
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
♀
斯
く
の
如
く
、
持
成
伯
れ
は
、
玉
川
附
註
に
ぷ
一
く
も
の
で
あ
り
、
市

j

も
、
完
備
し
た
も
の

で
、
あ
っ
た
か
ら
、
不
完
全
と
目
さ
れ
た
王
弼
註
に
代
詳
し
、
「
用
易
王
制
・
綜
康
的
註
十
持
て

(
合
周
日
制
路
例
一
巻
ご
と
し
て
、
社
K
行
は
れ
た
も
の
で
}
の
ろ
う
、
と
捻
も
制
さ
れ
る
の
で

あ
る
c
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〔
総
布
施
府
側
窓
を

mAる
に
、
「
対
日
却
大
泌
総
}
巻
五
都
渋
h

及
び
「
正
副
知
法
七
巻
、
文
大
飯
札
前
一
掛
か
」
を
叩
著
録
す

る
。
然
る
に
、
釈
文
的
以
前
月
・
僻
同
志
紋
、
豆
、
協
の
大
泌
総
〈
又
H
M

大
術
論
)
一
巻
の
存
犯
に
言
及
し
な
い
。
此
什
仏
、
災
に

潟
と
ナ
る
V
H

門
ぬ
る
潔
象
で
あ
る
。
淡
い
は
、
論
家
の
伝
え
た
忍
弼
日
朝
一
叶
は
は
、
市
出
代

κ泌
れ
、
そ
の
紫
静
伝
滋
の
み
が
滋

符
し
て
、
寸
大
リ
泌
総
(
大
術
論
ご
と
名
づ
け
ら
れ
、
一
向
間
同
志
に
務
録
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
回
統
を
存
し
て
和

。

J
t

、
〔
蹴
叩
抱
一
一
〕
一
の
4
に
あ
げ
た
灰
の
、
帥
駒
山
陣
伯
雑
談
伝
説
に
引

mナ
る
「
主
弼
応
一
広
一
試
」
段
、
同
河
口
知
略
例
「
卦
前
哨
」
悲

の
滋
と
肉
怒
で
あ
る
ζ

と
は
、
淡
に
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
語
形
は
大
い

κ間
関
る
も
の
で
あ
る
。
此
を
、
蕊

ち
氏
、
動
防
総
か
ら
の
引
間
別
で
あ
る
と
考
え
る
ζ

と
は
問
題
で
あ
る
。
寧
ろ
、
主
務
雑
卦
伝
註
の
一
行
衣
を
考
え
る
ガ

が
、
妥
当
で
は
な
か
ら
う
か
。
印
帆
サ
人
加
胤
相
時
に
け
山
、
「
主
粥
法
七
巻
い
に
司
試
し
て
、

じ
芯
一
訳
、
注
明
知
十
巻
。

と
這
う
。
此
に
よ
れ
ば
、
「
.5抑
制
は
易
w
h

往
し
、
災
の
怒
川
以
十
巻
で
あ
っ
た
よ
と
世
間
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ヤ
ヱ
弼
設
日
制
は

十
巻
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
e

此
の
数
字
は
、
治
}
山
酬
の
分
ム
日
に
よ
る
問
問
問
と
君
、
わ
ん
よ
り
は
、
附
平
ろ
、
豆
腐
の
十
潔
全

体
に
一
日
一
る
訟
の
一
仔
な
を
捻
完
せ
し
め
る
に
足
る
も
の
で
あ
ら
う
。
此
に
殺
て
、
限
W

仲
提
裂
は
、

期
芝
生
俄
七
し
ん
応
、
己
称
潟
円

Z-寸
法
制
批
一
郎
山
町
一
円
以
百
十
唯
一
刻
株
主
総
為
一
怒
川
災
ト
喜
久
突
。
(
凶
器
喜
一
号
口
引

積
、
出
河
内
会
務
十
数
]
)

と
時
国
う
が
、
寧
ろ
、
主
郊
の
助
法
の
み
で
、
「
上
下
経
一
司
叫
ん
ハ
巻
・
輪
島
拙
叶
伝
以
下
役
一
二
巻
・
河
口
却
前
町
例
一
巻
』
一
の
計
十
巻
で

あ
る
、
と
解
釈
ナ
べ
き
で
あ
ら
う
、
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

門
…
防
法
三
〕
{
イ
広
務
粧
品
相
叶
伝
誌
の
存
夜
」
は
、
内
野
熊
一
郎
博
士
が
、
「
弘
決
外
山
内
抄
の
絞
殺
学
的
研
究
」
(
日
本
学
士

続
紀
前
官
第
八
巻
第
一
号
一
三
一
一
氏
)
に
於
て
崎
議
せ
ら
れ
、
次
い
で
中
村
総
入
学
士
が
、
「
五
行
大
義
所
引
日
制
・
尚
怒

考
」
(
内
野
合
総
先
生
巡
係
論
文
集
七
八
!
八
一
頁
)
に
於
て
拡
充
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
私
は
妓
に
、
議
河

易
淡
論
家
災
記
、
よ
り
の
資
料
を
附
加
し
、
此
の
説
を
、
強
力
に
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
潟
松
市
高
校
教
諭
)

口
紅
一
〕
誠
子
顕
・
李
延
寿
が
、
釈
文
叙
録
r
h

所
謂
る
「
顧
慎
繋
辞
註
」
を
見
ず
、
旧
記
に
よ
っ
て
、

「
註
王
弼
易
二
繋
」
の
匂
で
挿
入
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
此
の
勾
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
王
弼
の
易

ニ
繋
」
と
告
一
回
う
の
'
で
あ
る
か
ら
、
「
王
弼
註
の
易
」
及
び
「
主
弼
註
の
こ
潔
」
に
、
顧
歓
が
註

し
た
、
と
解
釈
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
「
正
弼
繋
辞
伝
註
存
在
論
」
の
一
寄
託
と
す
る
に
足
る

一
匂
と
品
一
一
口
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

a

〔
註
ニ
〕
「
税
容
玄
学
論
稿
」
八
九
頁
。

ロ
註
一
一
己
競
芯
鍾
会
伝
註
に

•••• 

弼
宇
都
柄
。
阿
部
為
共
伝
田
、

E
-
-

正
始
十
年
、
官
爽
廃
、
以
公
事
免
。
其
駄
遇
践
疾
亡
。

昨

年

二

十

四

。

、

と
奮
い
、
世
説
一
耕
一
稿
文
学
欝
誌
に
、

弼
別
伝
田
、
・
正
始
中
以
公
事
免
、
其
秋
遇
関
心
扶
亡
。
時
年
二
十
四
。

と
言
う
も
の
に
よ
れ
ば
、
主
弼
の
残
年
は
、
説
の
.
嘉
一
千
一
冗
年
(
二
四
九
年
)
で
あ
り
、
嘉
一
キ
元

年
よ
り
下
る
ζ

と
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
裂
は
、
正
始
十
年
間
刀
、
「
山
始
以
ご
と
改
元
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
総
康
的
け
川
、
否
、
諮
本
伝
に
、

A

W

@

a

e

@

@

a

e

a

w

@

@

 

続
伯
字
燦
倍
。
.
，
，
.
訴
事
秀
才
、
徴
在
著
作
郎
、
並
不
就
。
間
文
初
日
孫
、
引
為
封
印
祥
c

転
丹
陽
ヰ
ア
・
一
山
人
部
中
川
町
告
・
領
誕
将
軍
。

-
e

・
'
朝
廷
改
授
太
作
一
山
、
中
木
拝
卒
。
時
年
山
十
九
。

と
あ
り
、
間
文
有
本
紀
r
h

記
す
訴
を
秒
一
班
、
す
る
に
、

大
輿
二
年
(
一
一
二
九
)
生
。

永
島
元
年
(
三
一
一
一
一
)
封
殻
邪
王
。

成
和
一
冗
年
(
二
三
二
八
)
従
封
会
稽
王
。

制
八
山
手
三
年
(
二
工
八
五
)
従
封
政
邪
王
。
尚
十
円
竹
合
格
王
之
号
c

成
安
元
年
(
三
七
一
)
郎
皇
帝
位
。

威
川
女
二
年
(
三
七
二
)
出
(
年
五
十
三
)
。

と
な
る
。
従
ヮ
て
、
た
と
い
、
、
氷
沼
田
元
年
、
郡
山
仰
王
の
談
山
下
什
と
し
て
苔
さ
れ
、
共
の
年
、
税
綾

伯
が
設
し
た
と
し
て
も
、
王
弼
の
本
a

年
、
た
る
孫
永
一
冗
作
十

E

を
去
る
こ
と
二
十
五
年
で
あ
る
。
況
ん

や
、
紘
一
般
的
が
、
簡
文
帝
印
凶
器
の
時
に
謀
容
と
し
て
召
さ
れ
た
の
は
、
更
に
後
年
で
あ
る
と
考

え
る
べ
き

κ於
て
は
、
王
弼
と
斡
践
的
と
は
、
生
存
年
代
を
間
以
(
に
す
る
ζ

と
は
、
明
白
で
あ

る。

パ
註
凶
〕
其
江
南
義
硫
十
布
余
家
、
皆
辞
尚
虚
玄
、
義
多
浮
語
。
原
夫
易
型
難
錦
、
艇
復
玄
之
又
玄
、

亙
於
垂
範
作
則
、
使
白
川
布
市
教
有
。
若
論
柱
内
住
外
之
空
、
就
能
就
出
ム
/
民
一
説
、
斯
乃
諜
渉
於
釈

氏
、
非
為
教
於
孔
門
也
。
既
背
其
木
、
又
述
於
誌
。

門
註
五
〕
興
福
寺
蔵
。
写
本
、
残
巻
。
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
長
一
印
旧
紗
木
第
二
集
。

〔
註
六
U

下
略
の
六
十
八
字
は
、
次
の
如
く
‘
で
あ
る
。

故
衆
之
一
郎
以
得
威
存
者
、
主
必
致
一
也
。
動
之
所
以
得
成
淫
者
、
阿
川
必
克
二
也
。
物
芳
一
安

然
、
必
白
川
県
型
。
統
之
有
宏
、
会
之
有
一
充
。
故
紫
市
不
乱
、
動
…
山
不
或
コ

nm
制
万
変
、
宗
主

存
務
。
象
之
所
向
、
斯
為
盛
突
っ

つ
訂
七
〕
荷
斉
の
処
士
劉
瑠
。
南
一
角
持
劉
瑞
伝
。

〔
註
八
U

豆
町
惜
夜

Q

荘
子
註
疏
(
成
玄
英
)
序
・
止
観
碗
行
伝
弘
決
(
滋
然
)
@
託
子
者
殺
(
陸
徳
明
)

に
、
そ
の
「
荘
子
義
疏
」
の
供
文
が
存
し
、
日
本
国
見
在
百
円
録
(
藤
原
佐
世
)
に
「
荘
子
殺

疏
二
十
巻
」
が
著
諒
さ
れ
て
い
る
。

〔
註
九
〕
掠
尚
饗
布
撲
射
周
弘
正
。
陵
地
山
期
弘
正
伝
。

〔
註
十
〕
南
斉
の
沈
鱗
土
。
南
斉
書
官
同
逸
伝
。

〔
註
十
一
〕
「
先
貞
一
間
後
一
?
一
.
の
例
は
、

一
一
一
一
一
一
灘
、
利
点
字
。
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一
一
一
一
一
頭
、
有
苧
元
首
。
完
仙
台
。
可
貞
J

利
有
依
往
。
間
切
之
用
。
二
銭
可
用
卒
、

と
言
う
が
如
き
も
の
で
あ
る
。

有I~

イ乍

l
l
i
そ

の

主

題

と

方

法

を

め

ぐ

る

二

、

三

の

比

較

的

考

察
i

l

に

つ

レミ

て

夫

の

処

女

達

(

一

)

一
九
二
一
年
一

O
月
に
出
版
さ
れ
た
郁
達
夫
の
最
初
の
創
作
集
「
沈
論
」
は
「
ば
治
一
「
南

遷
」
「
銀
灰
色
的
死
」
の
三
篇
の
小
説
を
収
め
て
い
る
。
今
と
の
末
尾
の
一
筋
を
取
り
上
げ

て
、
一
九
二
ニ
年
(
大
正
三
)
十
七
才
の
秋
か
ら
一
九
二
二
年
(
大
正
一
一
)
ま
で
を
日
本

で
過
ど
し
、
と
の
間
に
於
い
て
小
説
家
と
な
っ
た
ζ

の
作
家
に
つ
い
せ
、
'
こ
の
よ
う
な
文
学

的
選
境
か
ら
、
彼
が
所
謂
ロ
マ
ン
主
義
と
呼
ば
れ
る
文
学
を
形
成
し
て
ゆ
く
上
に
、
如
何
な

る
影
響
を
う
け
入
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
を
、
主
と
し
て
、
と
の
小
説
の
主
題
と
方
法
に
於

け
る
日
本
文
学
を
遇
、
じ
ι

て
の
西
洋
近
代
文
学
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
と
思

。

〉
町
/

始
め
に
簡
単
に
と
の
小
説
に
つ
い
て
言
え
、
は
、
と
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
自
序
」
の
中
に
、

「
『
銀
灰
色
的
死
』
は
私
の
試
作
、
即
ち
私
の
最
初
の
創
作
で
あ
っ
て
、
今
年
の
正
月
二
日

に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
よ
と
あ
台
、
第
二
作
「
沈
論
」
に
先
立
つ
と
と
約
五
ヶ
月
、
作
者

が
東
大
経
済
学
部
二
年
在
学
中
に
輩
出
か
れ
た
、
彼
の
最
初
の
創
作
で
あ
る
〈
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
作
品
自
体
と
し
て
は
、
原
文
で
約
六
千
字
程
の
小
錦
で
、

ζ

の
小
説
集
中
の
三
篇

の
中
で
も
最
も
短
か
く
、
又
殊
に
幼
稚
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
作
口
問
で
、
作
者
自
身

「
試
作
」
と
呼
ん
で
い
る
通
り
で
、
そ
の
意
味
で
は
特
K
取
り
上
げ
る
作
品
で
は
な
い
が
、

逆
に
そ
れ
だ
け
に
却
っ
て
、
彼
の
文
学
の
そ
の
後
の
方
向
を
規
定
し
た
諸
要
素
が
、
か
な
り

明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
点
に
興
味
が
持
た
れ
る
の
で
、
あ
る
。

ま
ず
簡
単
に
梗
概
を
紹
介
し
、
た
い
。

〔
註
十
二
〕
日
本
中
国
学
会
第
十
回
大
会
(
昭
和
三
十
三
一
年
十
月
)

の
易
学
に
関
ナ
る
一
考
察
」
と
題
し
て
発
去
し
た

3

に
於
て
、
「
諮
周
易
統
論
家
殺
記

伊

→→一
服き

虎

メェ

一
九
二

O
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
も
近
ず
い
た
え
、
の
夜
京
c

上
野
不
沢
一
池
の
、
る
、
た
り
に
二
階

借
り
を
し
て
い
る
二
十
四
五
才
に
な
る
青
年
「
彼
」
は
、
咋
支
結
婚
し
て
故
郷
に
残
し
て

き
た
一
耕
一
安
が
、
腕
病
で
死
ん
だ
と
り
つ
知
ら
せ
を
受
取
っ
て
以
来
、
怨
夜
消
場
に
入
り
浸

っ
て
昼
夜
を
顛
倒
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
あ
る
夜
は
、
深
夜
出
場
を
出
て
か
ら
、
大

学
の
鉄
柵
に
侍
っ
て
、
月
光
に
新
婚
の
夜
を
同
想
し
、
実
を
哀
憐
し
、
己
れ
の
身
を
悲
し

ん
で
涙
を
流
し
、
地
獄
の
よ
う
に
思
え
る
下
宿
へ
帰
り
た
く
な
い
の
で
、
上
野
駅
の
待
合

室
で
夜
を
明
か
し
た
こ
と
も
あ
る
。

彼
の
ゆ
き
つ
け
の
応
で
、
未
亡
人
と
娘
の
や
っ
て
い
る
出
場
が
あ
る
。
そ
と
の
娘
「
静

児
ー
一
と
彼
と
は
互
い
に
悲
し
み
を
打
明
け
て
慰
め
あ
う
仲
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
彼
女
が

あ
る
商
場
の
主
人
と
婚
約
し
た
と
い
う
時
を
き
き
疑
い
を
抱
い
て
い
た
所
に
、
た
ま
た
ま

彼
女
が
そ
れ
ら
し
い
男
と
税
し
げ
に
し
て
い
る
所
を
見
か
け
、
深
く
心
を
傷
つ
け
ら
れ
、

絶
交
す
る
つ
も
り
で
、
そ
の
~
活
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

D

離
れ
て
み
る
と
亡
安
の
面
影

と
、
静
児
の
そ
れ
と
が
重
な
り
合
い
、
寂
し
さ
に
消
況
は
加
わ
る
一
方
で
あ
る
。
亡
一
安
の

形
見
の
指
環
を
質
に
入
れ
た
金
も
使
い
果
し
た
或
る
日
、
彼
は
掛
け
で
飲
め
た
そ
の
日
を

思
い
出
す
。
タ
イ
ホ
ン
ザ
!
の
中
の
向
山
町
三
凶
作
己
主
与
の
よ
う
に
高
潔
、
な
愛
で
部
児
を
愛
そ

う
と
決
心
し
た
彼
は
、
再
び
と
の
母
娘
の
活
を
訪
れ
る
。
心
な
い
母
親
が
結
婚
式
の
追
っ

て
い
る
ζ

と
を
一
言
う
と
、
娘
は
彼
に
対
し
て
ひ
ど
く
辛
そ
う
な
絞
子
で
、
か
く
し
て
一
段
を

拭
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
彼
女
は
一
彼
も
平
静
を
装
っ
て
祝
い
の
一
一
一
一
口

( 17 ) 
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